
年間授業計画　様式例

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（AB組：伊藤　） （CD組：伊藤　） （EF組：伊藤　） （GH組：伊藤　）

地理歴史 世界史探究
地理歴史 世界史探究 3

世界史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、地理的条件や日本の歴史と関連付
けながら理解するとともに、諸資料から世界の
歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象
の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現代世界とのつながり
などに着目して、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把
握し解決を視野に入れて構想したりする力や、
考察、構想したことを効果的に説明したり、そ
れらを基に議論したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重する
ことの大切さについての自覚などを深める。

世界史探究　詳説世界史　山川出版社

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し
たり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の
国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを 深める。

態
配当
時数

１
学
期

①農耕や牧畜をはじめたことで，
人類の暮らしはどのように変化し
たのだろうか。
・農耕・牧畜の開始から国家の成
立までの過程における，人類の生
活や社会の変化について考える。

・指導事項
文化の始まり
農耕社会の成立

・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】オリエント文明，インダス文
明，中華文明などを基に，古代文明の歴史的
特質を理解している。

【思考・判断・表現】古代文明に関わる諸事
象の背景や原因，結果や影響, 事象相互の関
連などに着目し，主題を設定し，諸資料を比
較したり関連
づけたりして読み解き，自然環境と生活や文
化との関連性，農耕・牧畜の意義などを多面
的・多角的に考察し，表現している。

【主体的】「古代文明の出現」の内容に対し
て，見通しをもって学習に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

定期考査
○ ○ 1

①古代オリエントには，どのよう
な特徴をもった文明がうまれたの
か。また，諸民族の侵入や移動
は，オリエントの歴史にどのよう
な変化をもたらしたのだろうか。
・メソポタミア文明やエジプト文
明の特色について考える。
・東地中海の諸民族の活動と彼ら
が生み出した文化や宗教について
考える。

・指導事項
オリエント世界

・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】メソポタミア文明やエジプト
文明，エーゲ文明について，諸資料から読み
取り，理解している。
【思考・判断・表現】メソポタミア文明，エ
ジプト文明，エーゲ文明がそれぞれの自然環
境とどのように関係しておこったのか，それ
らの文明がの
ちの社会にどのような影響を与えたのかにつ
いて，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的】「オリエント世界」の内容に対し

○ ○ ○

10

①ローマの共和政はどのようにし
て帝政へと変容していったのだろ
うか。
・ローマにおける共和政の成立と
支配領域の拡大について考える。
・ローマにおける帝政への移行と
キリスト教の誕生・拡大について
考える。

・指導事項
共和政ローマ
帝政ローマ
・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】・ローマによる地中海世界の
統
一や，ローマが共和政から帝政に移行した背
景などについて，諸資料から読み取り，理解
している。
【思考・判断・表現】ローマがなぜ共和政か
ら帝政に移行したのかについて，多面的・多
角的に考察し，表現している。
【主体的】「共和政および帝政ローマ」の内
容に対して，見通しをもって学習に取り組も
うとしている。

○ ○ ○ 9

①古代ギリシアのポリスには，ど
のような特徴があっただろうか。
・ポリスの成立と発展について考
える。・アテネの民主政の発展と
特徴，ポリスの衰退について考え
る。
②アレクサンドロスの東方遠征や
大帝国の建設は，ギリシア・オリ
エントの文化にどのような変化を
もたらしただろうか。・アレクサ
ンドロス大王の東方遠征と，ヘレ
ニズム文化の発展について考え

・指導事項
古代ギリシア文明
ヘレニズム文化
・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】古代ギリシアとヘレニズム世
界について，諸資料から読み取り，理解して
いる。

【思考・判断・表現】アテネの民主政と現代
の民主政にはどのようなちがいがあるのかに
ついて多面的・多角的に考察し，表現してい
る。

【主体的】「西アジアと地中海周辺」の内容
に対して，見通しをもって学習に取り組もう
としている。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○



・指導事項
ラテン=カトリック圏の形成と展開
・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】ヨーロッパ封建社会とその展
開などを基に，海域と内陸にわたる諸地域の
交流の広がりを構造的に理解している。
【思考・判断・表現】諸地域の交流の広がり
に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，
事象相互の関連，諸地域相互のつながりなど
に着目し，主
題を設定し，諸資料を比較したり関連づけた
りして読み解き，ヨーロッパの社会や文化の
特色などを多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
【主体的】「中世ヨーロッパ」の内容に対し
て，見通しをもって学習に取り組もうとして

○ ○ ○ 9

２
学
期

①中国の春秋・戦国時代に
は，政治・社会・経済の面で，ど
のような変動がおこったのだろう
か。
・春秋時代・戦国時代の中国でお
こった政治的な変化や社会的・経
済的変動について考える。
秦や漢は，広大な領域をどのよう
に統治したのだろうか。また，周
辺地域にどのような影響を与えた
のだろうか。
・秦・漢の統治体制の特徴を考え
る。
・秦・漢が周辺地域におよぼした
影響について考える。

・指導事項
中国古代帝国と東アジア
・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】中国で領域国家へと社会の統
合がすすみ，秦漢時代には中央集権国家が誕
生したこと，モンゴル高原で誕生した匈奴帝
国が秦漢帝国と対立したことなどについて，
諸資料から読み取り，理解している。
【思考・判断・表現】秦漢帝国や匈奴帝国は
どのようにして生まれ，どのような性格を
もっていたのかについて，多面的・多角的に
考察し，表現し
ている。【主体的】「東アジアと中央ユーラ
シア」の内容に対して，見通しをもって学習
に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 9

①ゲルマン人やヴァイキングなど
諸民族の移動によって，ヨーロッ
パにはどのような国家が形成され
たのだろうか。・ヨーロッパにど
のような国家がつくられたか考え
る。・フランク王国の発展とロー
マ教会との関係について考える。

1

①モンゴル帝国が成立したことに
より，ユーラシア大陸にはどのよ
うな変化がみられただろうか。
・モンゴル帝国の発展が，衝突と
同時に，さまざまな交流をもたら
し，陸海のネットワークを再編さ
せたことを考える。

・指導事項
宗～モンゴル帝国の成立まで
・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】宋の社会や経済の発展，文化
について，モンゴル帝国の展開と東西交流に
ついて諸資料から読み取り，理解している。
【思考・判断・表現】唐宋変革とよばれる中
国社会の大変革はどのようにしておこったの
かについてモンゴル帝国はどのようにして大
帝国へと発展したのかについて，多面的・多
角的に考察し，
表現している。
【主体的】「中華世界の変容とモンゴル帝
国」の内容に対して，見通しをもって学習に
取り組もうとしている。

○ ○ ○ 9

定期考査
○ ○

9

定期考査
○ ○ 1

①明代に形成された海禁=朝貢体制
は，明や周辺諸国にどのような影
響を与えたのだろうか。
・海禁=朝貢体制を利用して発展し
た国もある一方，その体制に不満
をいだいた勢力もあったこと，海
禁政策の調整が国際情勢に影響を
与えたことを考える。

・指導事項
明と東アジア
・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】・明と日本・朝鮮の動向につ
い
て，諸資料から読み取り，理解している。
大交易時代のアジア社会について概念的に理
解している。
【思考・判断・表現】明の国内重視の国家体
制と活発な交易が，いかに両立したのかにつ
いて，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
大交易時代のアジア社会について主題を設定
して考察し，表現している。
【主体的】大交易時代のアジア社会について
の自らの学習を振り返り，学びを深めてい

○ ○ ○

３
学
期

①ヨーロッパの海外進出により，
大西洋の両岸地域にはどのような
変化がみられただろうか。
・コロンブス交換や「近代世界シ
ステム」などの用語を整理し，そ
の意義について考える。

・指導事項
ヨーロッパの海外進出と大航海時
代の海域アジア
・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】大交易時代はヨーロッパ世界
と東南アジア，東アジア世界にどのような変
容をもたらしたのかについて，諸資料から読
み取り，理解している。大交易時代のヨー
ロッパ社会と世界の一体化について概念的に
理解している。
【思考・判断・表現】大交易時代に，なぜオ
ランダが最も有力な交易勢力の一つになった
のかについて，多面的・多角的に考察し，表
現している。
大交易時代のヨーロッパ社会と世界の一体化
について主題を設定して考察し，表現してい
る。
【主体的】大交易時代のヨーロッパ社会と世
界の一体化についての自らの学習を振り返

○ ○

定期考査
○

○ 9

①スペイン，オランダ，イギリ
ス，フランス，東ヨーロッパに成
立した主権国家には，どのような
特徴がみられただろうか。
・ヨーロッパ諸国で形成された主
権国家について，共通点と同時
に，各地の社会構造の相違と関連
して，さまざまな特徴がみられた
ことを考える。

・指導事項
主権国家体制の形成と地球規模で
の交易の拡大
・教材 教科書　資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】宗教改革とヨーロッパ諸国の
抗争 ， 大西洋三角貿易の展開，科学革命と
啓蒙思想などを基に，主権国家体制の形成と
地球規模での交易の拡大を構造的に理解して
いる。
【思考・判断・表現】ヨーロッパ諸地域の動
向に関わる諸事象の背景や原因，結果や影
響，事象相互の関連，諸地域相互のつながり
などに着目し，
主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけ
たりして読み解き，宗教改革の意義，大西洋
両岸諸地域の経済的連関の特徴，主権国家の
特徴と経済活動との関連，ヨーロッパ社会や
文化の特色などを多面的・多角的に考察し，
表現している。
【主体的】「主権国家体制の形成と地球規模
での交易の拡大」の内容に対して，見通しを

○ ○ ○ 9

105

○ 1

合計



昭和高等学校 令和６年度 教科 地理歴史　　科目 地理演習
教　科： 科　目： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

教科担当者： Ａ組～Ｈ組：井川

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

地理探究（二宮書店）・新詳高等地図（帝国書院）

地理演習の目標：

地理歴史 地理演習 2

地理歴史の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，そ
れらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養
うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴
史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを 深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規
則性，傾向性や，世界の諸地域の地域的特色や課題などを
理解するとともに，地図や地理情報システムなどを用い
て，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。ま
た，そのようにして身に付けた知識や技能を用いて共通テ
スト等の問題に対応できる力を身に付ける。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の
関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境と
の相互依存関係，空間的相互依存作用，地域な
どに着目して，系統地理的，地誌的に，概念な
どを活用して多面的・多角的に考察したり，地
理的な課題の解決にに向けて構想したりする力
や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。ま
た，そのようにして身に付けた思考力，判断
力，表現力等を用いて共通テスト等の問題に対
応できる力を身に付ける。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を主体的に探究しようとす
る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵かん養される日本国民としての自覚，
我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生
活文化を尊重ししようとすることの大切さについての
自覚などを深める。また，そのようにして身に付けた
学びに向かう力や人間性等を用いて共通テスト等の問
題に対応できる力を身に付ける。

態
配当
時数

１
学
期

地理情報と地図，地図の活用と地域調査，地形や
気候等の自然環境
【知識及び技能】地理情報や地図，地形，気候，
生態系などに関わる諸事象を基に，それらの事象
の空間的な規則性，傾向性や，地球環境問題の現
状や要因，解決に向けた取組などについて理解す
る。　　　　　　　　　　　　　　　【思考力，
判断力，表現力等】地理情報や地図，地形，気
候，生態系などに関わる諸事象について，場所の
特徴や自然及び社会的条件との関わりなどに着目
して，主題を設定し，それらの事象の空間的な規
則性，傾向性や，関連する地球的課題の要因や動
向などを多面的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力，人間性等】地理情報や自然環
境に関連して，よりよい社会の実現を視野にそこ
でみられる課題を主体的に追究，解決しようとす
る態度を養う。

・指導項目
（１）地理情報と地図，自然環境
などについての問題演習等。
（２）上記の問題演習に関する解
説等。
・教材
教科書、地図帳
・一人１台端末の活用、グループ
ワーク・発表

①地理情報や自然環境などに関わる諸事象を基
に，それらの事象の空間的な規則性，傾向性
や，地球環境問題の現状や要因，解決に向けた
取組などについて理解している。
②地理情報や自然環境などに関わる諸事象につ
いて，場所の特徴や自然及び社会的条件との関
わりなどに着目して，主題を設定し，それらの
事象の空間的な規則性，傾向性や，関連する地
球的課題の要因や動向などを多面的・多角的に
考察し，表現できている。
③地理情報と自然環境に関連して，よりよい社
会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的
に追究，解決しようとする態度が養われてい
る。　　　　　　　　④地理情報と自然環境に
関連した演習問題に対応できている。

〇 〇 〇 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

農林水産業，エネルギー・鉱産資源，工業，流
通・消費，交通・通信
【知識及び技能】農林水産業，エネルギー・鉱産
資源，工業などに関わる諸事象を基に，それらの
事象の空間的な規則性，傾向性や，それらに関す
る問題の現状や要因，解決に向けた取組などにつ
いて理解する。また、流通・消費，交通・通信な
どに関わる諸事象を基に，それらの事象の空間的
な規則性，傾向性や，それらに関する問題の現状
や要因，解決に向けた取組などについて理解す
る。
【思考力，判断力，表現力等】農林水産業，エネ
ルギー・鉱産資源，工業，流通・消費，交通・通
信に関する諸事象について，場所の特徴や場所の
結び付きなどに着目して，主題を設定し，それら
の事象の空間的な規則性，傾向性や，関連する地
球的課題の要因や動向などを多面的・多角的に考
察し，表現する。
【学びに向かう力，人間性等】農林水産業，エネ
ルギー・鉱産資源，工業，流通・消費，交通・通
信に関連して，よりよい社会の実現を視野にそこ
でみられる課題を主体的に追究，解決しようとす
る態度を養う。

・指導項目
（１）産業や世界の結び付きなど
についての問題演習等。
（２）上記の問題演習に関する解
説等。
・教材
教科書、地図帳
・一人１台端末の活用、グループ
ワーク・発表、レポート等提出

①産業に関わる諸事象を基に，それらの事象の
空間的な規則性，傾向性や，産業に関する問題
の現状や要因，解決に向けた取組などについて
理解している。世界の結び付きに関わる諸事象
を基に，それらの事象の空間的な規則性，傾向
性や，世界の結び付きに関わる問題の現状や要
因，解決に向けた取組などについて理解してい
る。
②産業に関わる諸事象や世界の結び付きに関わ
る諸事象について，場所の特徴や場所の結び付
きなどに着目して，主題を設定し，それらの事
象の空間的な規則性，傾向性や，関連する問題
の要因や動向などを多面的・多角的に考察し，
表現している。
③産業や世界の結び付きに関連して，よりよい
社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体
的に追究，解決しようとする態度が養われてい
る。　　　　　　　④産業と世界の結び付きに
関連した演習問題に対応できている。

○ ○ ○ 14

定期考査
○ ○

1
定期考査

○ ○



○ ○

○ ○

70

２
学
期

人口・都市村落，民族・宗教，生活文化
【知識及び技能】人口，都市・村落などに関する
諸事象を基に，それらの事象の空間的な規則性，
傾向性や，人口，居住・都市問題の現状や要因，
解決に向けた取組などについて理解する。また、
生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象を基
に，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，
民族，領土問題の現状や要因，解決に向けた取組
などについて理解する。
【思考力，判断力，表現力等】人口，都市・村落
や生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象につ
いて，場所の特徴や場所の結び付きなどに着目し
て，主題を設定し，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，関連する地球的課題の要因や動向
などを多面的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力，人間性等】人口，都市・村落
や生活文化，民族・宗教などに関連して，よりよ
い社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体
的に追究，解決しようとする態度を養う。

・指導項目
（１）人口，都市・村落，民族・
宗教，生活文化についての問題演
習等。　　　　　　　　（２）上
記の問題演習に関する解説等。
・教材
教科書，地図帳
・一人１台端末の活用，グループ
ワーク・発表

①人口，都市・村落などに関する諸事象を基
に，それらの事象の空間的な規則性，傾向性
や，人口，居住・都市問題の現状や要因，解決
に向けた取組などについて理解している。ま
た、生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象
を基に，それらの事象の空間的な規則性，傾向
性や，民族，領土問題の現状や要因，解決に向
けた取組などについて理解している。
②人口，都市・村落や生活文化，民族・宗教な
どに関わる諸事象について，場所の特徴や場所
の結び付きなどに着目して，主題を設定し，そ
れらの事象の空間的な規則性，傾向性や，関連
する地球的課題の要因や動向などを多面的・多
角的に考察し，表現している。
③人口，都市・村落や生活文化，民族・宗教な
どに関連して，よりよい社会の実現を視野にそ
こでみられる課題を主体的に追究，解決しよう
としている。　　　④人口，都市・村落や生活
文化，民族・宗教などに関連した演習問題に対
応できている。

○ ○ ○ 13

定期考査
1

現代世界の諸地域，日本の国土像
【知識及び技能】幾つかの地域に区分した現代世
界の諸地域を基に，諸地域に見られる地域的特色
や地球的課題などについて理解する。幾つかの地
域に区分した現代世界の諸地域を基に，地域の結
び付き，構造や変容などを地誌的に考察する方法
などについて理解する。現代世界におけるこれか
らの日本の国土像の探究を基に，我が国が抱える
地理的な諸課題の解決の方向性や将来の国土の在
り方などを構想することの重要性や，探究する手
法などについて理解する。
【思考力，判断力，表現力等】現代世界の諸地域
について，地域の結び付き，構造や変容などに着
目して，主題を設定し，地域的特色や地球的課題
などを多面的・多角的に考察し，表現する。現代
世界におけるこれからの日本の国土像について，
地域の結び付き，構造や変容，持続可能な社会づ
くりなどに着目して，主題を設定し，我が国が抱
える地理的な諸課題の解決の方向性や将来の国土
の在り方など主題を設定し，地域の捉え方などを
多面的・多角的に探究し，表現する。
【学びに向かう力，人間性等】現代世界の諸地域
について，よりよい社会の実現を視野にそこでみ
られる課題を主体的に追究，解決しようとする態
度を養う。現代世界におけるこれからの日本の国
土像について，よりよい社会の実現を視野にそこ
でみられる課題を主体的に追究，解決しようとす
る態度を養う。

・指導項目
（１）現代世界の諸地域，日本の
国土像についての問題演習等。
（２）上記の問題演習に関する解
説等。
・教材
教科書、地図帳
・一人１台端末の活用、グループ
ワーク・発表、レポート等提出

①幾つかの地域に区分した現代世界の諸地域を
基に，諸地域に見られる地域的特色や地球的課
題などについて理解している。幾つかの地域に
区分した現代世界の諸地域を基に，地域の結び
付き，構造や変容などを地誌的に考察する方法
などについて理解している。現代世界における
これからの日本の国土像の探究を基に，我が国
が抱える地理的な諸課題の解決の方向性や将来
の国土の在り方などを構想することの重要性
や，探究する手法などについて理解している。
②現代世界の諸地域について，地域の結び付
き，構造や変容などに着目して，主題を設定
し，地域的特色や地球的課題などを多面的・多
角的に考察し，表現している。現代世界におけ
るこれからの日本の国土像について，地域の結
び付き，構造や変容，持続可能な社会づくりな
どに着目して，主題を設定し，我が国が抱える
地理的な諸課題の解決の方向性や将来の国土の
在り方など主題を設定し，地域の捉え方などを
多面的・多角的に探究し，表現している。
③現代世界の諸地域について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追
究，解決しようとしている。現代世界における
これからの日本の国土像について，よりよい社
会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的
に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査
1

３
学
期

これまでの全単元
【知識及び技能】これまでの全単元について理解
する。
【思考力，判断力，表現力等】これまでの全単元
について探究し，表現する。
【学びに向かう力，人間性等】これまでの全単元
についての態度を養う。

・指導項目
（１）全単元についての問題演習
等。
（２）上記の問題演習に関する解
説等。
・教材
教科書，地図帳
・一人１台端末の活用

①これまでの全単元について理解している。
②これまでの全単元について探究し，表現して
いる。　　　　　　　　　　　　　③これまで
の全単元について主体的に追究，解決しようと
している。

○ ○ ○ 12



年間授業計画様式例

昭和高等学校　令和6年度　地理歴史科　発展日本史　年間授業計画

教　　　科： 地理歴史　 科　　　目： 発展日本史　　単位数：　6単位

対象学年組： 第３学年Ａ組～Ｈ組）　　

教科担当者：（①③錦織　②池田　）

使用教科書：（　『詳説日本史Ｂ』山川出版社　　　）

使用教材  ：（　『新詳日本史』浜島書店　『新日本史史料集成』第一学習社　　）

指導内容 科目：世界史Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

幕藩体制の確立 江戸期の身分と社会、村と百姓、町と町人、農業、林工業・鉱業、商業について詳しく
理解する。

・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6

４
月

室町時代　幕府の動揺と一揆　室町文化 戦国期における社会の転換、一揆について理解する。北山文化・東山文化の特
徴について理解する。

・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6

幕藩体制の確立 幕藩体制、幕府と藩の機構、天皇と朝廷、禁教と寺社、江戸時代初期の外交、
鎖国政策、長崎貿易、朝鮮と琉球、蝦夷地、寛永期の文化について、詳しく理
解する。江戸期の身分と社会、村と百姓、町と町人、農業、林工業・鉱業、商
業について詳しく理解する。

・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6

開国から幕府滅亡・新政府の発足を詳しく理解する。 ・発問評価
・授業態度
・確認テスト
・定期テスト

6

５
月

幕藩体制の展開 平和と秩序の確立、元禄時代、正徳の政治、農業生産の進展、諸産業の発達、
交通の整備と発達、貨幣と金融、三都の発展、商業の展開について詳しく理解
する。三都の発展、商業の展開について詳しく理解する。

・発問評価
・授業態度
・確認テスト

8

幕藩体制の動揺 享保の改革、社会の変容、一揆と打ちこわし田沼時代、宝暦・天明期の文化、洋学の
始まり、国学の発達と尊王論、生活から生まれた思想、儒学教育と学校、文学と芸能、
絵画について詳しく理解する。

・発問評価
・授業態度
・確認テスト

8

６
月

近世から近代へ 開国から幕府滅亡・新政府の発足を詳しく理解する。 ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6

近代国家の成立

近代国家の展開 日清・日露戦争から第１次世界大戦における国際関係を詳しく理解する。 ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6

ワシントン体制について詳しく知る

・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6

明治維新と立憲国家の成立を詳しく理解する。 ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6

７
月

近代の産業と生活 近代産業の発展について理解する ・発問評価
・授業態度
・確認テスト
・定期テスト

18

８
月

恐慌と第二次世界大戦 恐慌について理解する ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6



指導内容 科目：世界史Ｂの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

210

占領政策について理解する ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

6

4

９
月

恐慌と第二次世界大戦 軍部の台頭と第２次世界大戦ににいて詳しく理解する ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

4

6

占領下の日本

1
0
月

占領下の日本 冷戦の開始と講和について詳しく知る ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

12

高度成長の時代 55年体制について理解する。 ・発問評価
・授業態度
・確認テスト
・定期テスト

8

1
1
月

高度成長の時代 経済復興から高度経済成長について詳しく知る ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

12

激動する世界と日本 経済大国への道を理解する。 ・発問評価
・授業態度
・確認テスト

12

1
2
月

激動する世界と日本 冷戦の終結と日本社会の変容について詳しく知る ・発問評価
・授業態度
・確認テスト
・定期テスト

18

３
月

入試問題演習 各進路希望に応じて必要な演習を行い、学習内容の理解を深める。 ・演習への取り組み
・授業態度
・確認テスト

8

１
月

入試問題演習 各進路希望に応じて必要な演習を行い、学習内容の理解を深める。 ・演習への取り組み
・授業態度
・確認テスト

18

２
月

入試問題演習 各進路希望に応じて必要な演習を行い、学習内容の理解を深める。 ・演習への取り組み
・授業態度
・確認テスト

14


